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1. はじめに 
創造活動においては，過去に作成した産出物，ウェブ

から収集した情報などを参考にしながら，アイデアの発

想や成果物の作成を行うことが多い．ストレージ技術の

発展により様々な情報を容易に保存することが可能と

なったが，過去に作成・収集した情報資源が膨大となり，

その情報資源の内容を人が全て把握することは困難とな

りつつある．本研究では，利用者が創造活動を行う際，

以前の創造活動で作成，利活用を行った情報資源，また，

関連する情報資源を能動的に提示することで，利用者の

創造活動支援の実現を目指す． 

本稿では，創造活動として，研究活動に焦点を当て，

活動時の作業状況を反映した情報資源の生成機能，情報

資源間の関連度算出機能，情報提示機能，及び試作シス

テムについて述べる． 

 

2. 関連研究と技術的課題 
 創造活動の際，例えば,過去に収集した文献の名称を

忘れてしまい，参照することができない場合がある．そ

こで，忘却してしまった過去の情報資源を想起し，再度

利用することの支援を目的とした研究として，情報資源

にアクセス日時などのコンテキスト情報を付与して後に

再検索できるようにしたシステムの研究[1]がある．この

システムでは，利用者が情報資源を利活用した日時や場

所を入力することで目的とする情報資源を検索すること

ができるが，コンテキスト情報の付与は利用者が行う必

要があり，利用者が情報資源の利用日時のようなコンテ

キスト情報を忘却している場合には検索を行うことがで

きない． 

 創造活動，特に研究活動の支援を目的とした研究とし

て，研究室におけるゼミのような研究に関する議論の内

容の整理・利活用を支援するシステムの研究[2]がある．

このシステムでは，議論内容の記録から整理，次の発表

資料への反映までを研究活動の 1 サイクルとして支援す

るが，研究活動を行う際に収集・利活用した情報資源に

関しては利用者自身が整理を行う必要がある． 

 そこで，創造活動時に，情報資源の整理を自動で行い，

利用者の状況や要求に応じて必要な情報資源を想起する

支援を実現するため，本研究では情報資源が自律的に連

携し，能動的に情報提示を行う機能を提案する．具体的

には，各情報資源を能動的に動作可能な資源(能動的情

報資源)に強化・拡張し，これらに活動時の作業状況を

自動的に付与することで，能動的情報資源が自律的に適

切な関連性構築を行い，現在の活動状況に応じて必要な

情報資源を提示する創造活動支援システムを提案する． 

 
図 1: AIR に基づく創造活動支援システムの概要 

 

3. 能動的情報資源に基づく創造活動支援

システム 

3.1 創造活動支援システムの概要 
 能動的情報資源(AIR: Active Information Resource)に

基づく創造活動支援システムの概要を図 1 に示す．AIR

とは，情報資源に利用支援知識・機能を付与し，情報資

源が能動的に動作するための枠組みである[3]．本システ

ムでは，利用者の過去の活動記録，収集・作成した情報

資源から p-AIR，a-AIR， t-AIR を生成する．p-AIR 

(primitive-AIR)は，情報資源そのものを管理する AIR

である．a-AIR(activity-AIR)は，利用者の活動記録を管

理する AIR である．t-AIR(template-AIR)は，利用者の

活動を抽象化した概念を管理する AIR である．これらの

AIR が互いに関連性を構築することで，情報資源利用時

の活動内容の特定や，活動内容の自律的な分類が行われ

る．利用者の活動支援を行う際には，ユーザエージェン

トが利用者と各種 AIR との間を仲介し，利用者の活動状

況や探索要求に応じて AIR に情報の探索要求を送る．探

索要求を受けた AIR は，事前に構築された関連性を利用

し，過去の類似する活動で利活用した情報資源や関係性

のある情報資源の提示を行う． 

 

3.2 創造活動支援システムの基本機能 
 創造活動支援システムは，(1)AIR 化機能，(2)関連性

算出機能，(3)情報提示機能からなる．以下にそれぞれの

機能の詳細を述べる． 

(1) AIR 化機能 

利用者の活動記録や情報資源から各種 AIR の生成を行

う．図 2 に各種 AIR の生成手順について述べる．ここ

では，利用者が作成した文書・資料や参考にした Web

ページ，文献等の情報資源から内容や利活用状況に関す

る知識を取得し，p-AIR を生成する．p-AIR には，主に

情報資源のメタ情報，メール等のサービスにおける情報

資源の利用状況や利用時の活動状況が知識として蓄えら

れる．また同様に，カレンダーの予定等，利用者の活動

記録から活動の内容に関する知識を取得し，a-AIR とし

て生成する．a-AIR には，主に利用者の活動日時や場所， 
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図 2: 各種 AIR の生成手順 

 

利活用した情報資源といった情報が知識として蓄えられ

る．加えて，主に活動記録から抽象的な要素を抽出し，

t-AIR を生成する．t-AIR には主に発表，論文調査と

いった利用者の活動の定義や，その活動時に利用するア

プリケーション等の作業状況が知識として蓄えられる． 

(2) 関連性算出機能 

各 AIR が他の AIR の内容を相互に参照することで，

それぞれ関連度を算出し，各 AIR 間の関連度を保持する．

関連度は，情報資源間の類似度や閲覧日時などの活用時

の状況などから算出する．異なる種類の AIR 間でも算

出を行い，支援システムへの AIR の追加や情報の更新に

応じて再計算が行われる．活動の定義，利用者の活動記

録と情報資源の多様な関係を導出することで，利用者の

想起に役立つ情報資源を提示することが可能となる． 

(3) 情報提示機能 

ユーザエージェントは，利用者の要求や現在の活動状

況から，該当する活動を知識として持つ t-AIR を選択し，

選択した t-AIR に対し必要とする活動記録・情報資源の

探索要求を送信する．要求を受け取った t-AIR は関連す

る AIR に活動記録と情報資源の要求内容を送信する．要

求を受けた AIR は，自らが利用者の要求に合致している

か判定を行うと共に，自身と関連する AIR に要求内容を

送信する．これを繰り返すことによって連鎖的に必要な

情報資源を決定，その関連性を利用者に提示する． 

 

4. 試作システムの設計と実装 
 創造活動支援システムの基本機能要件に基づき，試作

システムの実装，及び動作実験を行った．実装言語には，

Java (JDK8.0)を用いた．p-AIR の生成には，利用者が

収集・作成した画像や文書を用い，メタ情報として

Dublin Core の規格に基づく，共通の属性値を付与する

仕組みを開発し，自動で AIR 化を行う．a-AIR の生成に

は，スケジュール管理アプリケーションとして Google 

Calendar を用い，活動の名前や日時など各種情報を自

動で取得することで AIR 化を行う．また，これらの

AIR には，Gmail 等のサービスから情報資源に関連する

利用者の活動を自動で抽出し，追加で付与を行う．t-

AIR に関しては，サーベイ等の活動名称を人手で与える

ことで AIR 化を行った．各 AIR は，エージェントとし

て実装し，関連度算出機能により他の AIR とメッセージ

交換を行うことで関連度の算出を行う．情報提示機能で

は，探索元となる t-AIR を選択し，必要とする情報資源

の手掛かりをキーワードとして入力することで関連する

活動記録，情報資源とその繋がりを可視化し，利用者に 

 
図 3: 試作システムの可視化例 

 
図 4: 選択した p-AIR の詳細情報 

 

提示する． 

図 3 及び図 4 に本システムの情報提示機能の動作例を

示す．本実験においては，研究室に所属する一人の学生

が研究活動で収集・利活用した情報資源 20 個を用意し

た．利用者が自分の発表資料の作成時に参考にするため

「大学院ゼミ」の t-AIR を選択し，キーワードとして

「情報提示」と入力すると，過去の発表が行われた活動

の記録と，その際の発表資料が図 3 に示すように関連グ

ラフとして提示され，特に情報提示に関する項目が太線

のエッジで強調される．グラフ中の p-AIR を選択すると，

図 4 に示すように情報資源から抽出されたメタ情報等の

詳細情報を確認することができる．以上より，利用者の

活動記録と情報資源が自律的に関連性を算出・保持し，

利用者が必要とする状況で想起・提示できることを確認

した． 

 

5. おわりに 
 本稿では，情報資源や活動記録を能動的情報資源とし

て管理し，それらが自律的に関連性を構築することに

よって利用者が必要とする情報の提示を行う創造活動支

援手法の概要と試作システムについて述べた．今後は，

情報資源の数を増加させ，評価実験を行う予定である． 
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